
—

社
名
変
更
で
事
業
環

境
に
変
化
は
？

　
「
今
年
４
月
に
旧
古
河
電

工
産
業
電
線
と
旧
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｚ

Ａ
Ｃ
Ｃ
が
事
業
統
合
し
、
古

河
電
工
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
に

社
名
変
更
し
た
。
１
年
前
か

ら
統
合
す
る
こ
と
を
公
表

し
、
下
準
備
す
る
期
間
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
お
客
さ
ま

に
は
違
和
感
な
く
ス
ム
ー
ズ

に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

た
。
同
じ
古
河
電
工
グ
ル
ー

プ
の
２
社
が
事
業
統
合
し
た

こ
と
で
、
一
体
感
が
出
て
き

た
。
企
業
ロ
ゴ
も
古
河
電
工

ブ
ル
ー
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ン

ド
カ
ラ
ー
を
使
っ
た
、
古
河

電
工
グ
ル
ー
プ
の
新
し
い
ブ

ラ
ン
ド
ロ
ゴ
に
一
新
し
た
」

—

24
年
度
の
事
業
実
績

に
つ
い
て
は
？

　
「
売
上
高
２
６
４
億
円

で
、
前
年
度
比
約
12
％
増
加

と
な
り
、
営
業
利
益
は
過
去

最
高
の
業
績
を
更
新
し
た
。

電
線
ケ
ー
ブ
ル
不
足
に
よ
る

需
要
増
、
人
件
費
や
原
材
料

費
な
ど
の
価
格
転
嫁
の
推
進

な
ど
、
前
年
度
は
電
線
業
界

の
事
業
環
境
が
改
善
し
た
。

ま
た
、
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
の

売
上
が
伸
び
た
」

—

25
年
度
の
事
業
見
通

し
は
？

　
「
足
元
の
環
境
は
厳
し

く
、
荷
動
き
は
全
体
的
に
良

く
な
い
。
建
設
・
電
販
市
場

は
人
手
不
足
な
ど
が
影
響
し

て
工
期
が
遅
れ
、
件
名
が
後

ろ
倒
し
に
な
っ
て
い
る
。
第

１
四
半
期
の
落
ち
込
み
か

ら
、
ま
だ
回
復
し
き
れ
て
い

な
い
状
況
だ
。
一
方
で
、
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
向
け
製
品

や
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ガ
ス
向
け
ケ
ー

ブ
ル
な
ど
は
好
調
だ
」

—

旧
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｃ
Ｃ

と
統
合
し
て
、
シ
ナ
ジ
ー
効

果
は
？

　
「
営
業
面
で
効
果
が
出
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
は
営
業
活

動
は
そ
れ
ぞ
れ
が
行
っ
て
い

た
が
、
販
売
拠
点
が
東
京
と

大
阪
に
な
っ
た
こ
と
で
、
相

互
の
顧
客
に
営
業
す
る
ク
ロ

ス
セ
ル
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
生
産
拠
点
は
、
旧
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
福
井
、
旧
古

河
電
工
産
業
電
線
は
平
塚
と

九
州
に
あ
り
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
や
生
産
効
率
の
改
善
で
協

働
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で

い
る
」理

研
電
線
と
統
合

中
国
へ
の
拡
販
も
視
野

—

10
月
の
理
研
電
線
と

の
統
合
に
期
待
す
る
こ
と

は
？

　
「
古
河
電
工
グ
ル
ー
プ
の

産
業
用
電
線
を
統
括
す
る
企

業
と
し
て
、
一
層
飛
躍
し
て

い
く
た
め
の
準
備
が
よ
う
や

く
整
う
。
理
研
電
線
は
エ
レ

ベ
ー
タ
用
ケ
ー
ブ
ル
が
主
力

で
あ
り
、
旧
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｃ

Ｃ
と
同
様
に
ク
ロ
ス
セ
ル
を

推
進
す
る
。
ま
た
、
理
研
電

線
の
中
国
の
子
会
社
も
統
合

す
る
た
め
、
国
内
・
現
地
向

け
の
拡
販
も
進
め
る
」

—

ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ

ー
ブ
ル
の
荷
動
き
は
？

　
「
24
年
度
は
売
上
が
20
億

円
と
好
調
で
、
25
年
度
の
売

上
目
標
25
億
円
は
達
成
で
き

る
が
、
勢
い
は
落
ち
着
い
て

き
て
い
る
。
銅
ケ
ー
ブ
ル
の

代
替
品
と
し
て
、
太
陽
光
発

電
所
や
物
流
倉
庫
な
ど
で
導

入
さ
れ
て
い
る
が
、
工
事
案

件
が
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
、

昨
年
度
は
銅
ケ
ー
ブ
ル
の
盗

難
事
件
が
増
え
、
太
陽
光
発

電
所
の
張
り
替
え
需
要
が
あ

っ
た
が
、
政
府
が
金
属
盗
対

策
法
を
施
行
し
た
こ
と
で
盗

難
件
数
は
よ
う
や
く
落
ち
着

い
て
き
た
。
太
陽
光
発
電
所

の
リ
パ
ワ
リ
ン
グ
で
は
、
最

初
か
ら
ア
ル
ミ
を
採
用
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
銅
の
代
替

品
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
太

陽
光
発
電
所
＝
ア
ル
ミ
と
い

う
流
れ
は
確
立
し
つ
つ
あ
る
」

—

ア
ル
ミ
市
場
で
中
国

系
台
頭
へ
の
対
策
は
？

　
「
今
年
の『
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ

Ｆ

Ａ
Ｉ
Ｒ
』
で
は
中
国
系
メ
ー

カ
ー
が
特
に
目
立
っ
て
い

た
。
そ
れ
だ
け
ア
ル
ミ
ケ
ー

ブ
ル
が
認
知
さ
れ
、
市
場
と

し
て
確
立
し
た
の
だ
と
感
じ

て
い
る
。
当
社
は
、
ア
ル
ミ

ケ
ー
ブ
ル
の
製
造
だ
け
で
な

く
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
製

造
・
販
売
・
施
工
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
提
供
し
て
い
る
。
平
塚

工
場
で
は
、
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ

ル
の
技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
取
り
扱
い
に
関
す

る
知
識
と
端
末
処
理
な
ど
を

講
習
と
技
能
で
学
べ
る
。
そ

し
て
講
習
を
受
け
た
方
に

は
、
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー

ブ
ル
技
能
講
習
修
了
証
を
発

行
し
、
顧
客
と
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
る
。

ア
ル
ミ
普
及
の
動
き
は
過

去
に
も
あ
っ
た
が
、
端
子
と

の
接
続
や
不
適
切
な
工
事
で

事
故
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
当

社
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
端

子
・
工
具
・
施
工
指
導
な
ど

を
提
供
し
、
安
心
・
安
全
に

工
事
で
き
る
体
制
を
整
え
た

上
で
、
こ
こ
ま
で
市
場
を
拡

大
し
て
き
た
。
市
場
が
拡
大

し
て
く
る
と
各
社
が
参
入
し

て
く
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、

今
だ
か
ら
こ
そ
業
界
全
体
で

安
心
・
安
全
な
施
工
を
心
掛

け
る
べ
き
だ
。
ア
ル
ミ
は
軽

く
扱
い
や
す
く
、
省
力
・
省

人
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を

今
後
も
さ
ら
に
広
め
て
い
き

た
い
」

１
０
０
％
再
エ
ネ
由
来
に

全
拠
点
で
切
り
替
え

—

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り

組
み
は
？

徳田 繁 社長

　
古
河
電
工
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
の
徳
田
繁
代
表
取
締
役
社
長
が
本
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
た
。
同
社
は
今
年
４
月
、
旧
古
河
電
工
産
業
電
線
と
旧
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｃ
Ｃ
が
統

合
し
、
古
河
電
工
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
に
社
名
変
更
し
た
。
ア
ル
ミ
市
場
が
拡
大
す
る
中

で
、
同
社
は
製
造
か
ら
施
工
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
ワ
ン
ス
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
こ

と
に
強
み
を
持
つ
。
徳
田
社
長
は
「
市
場
が
拡
大
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
業
界
全
体
で

安
心
・
安
全
な
施
工
を
心
掛
け
る
べ
き
だ
」
と
語
る
。

今
こ
そ
業
界
全
体
で
ア
ル
ミ
の
安
心
・
安
全
な
施
工
を

メ
タ
ル
電
線
事
業
再
編
で
ク
ロ
ス
セ
ル
を
推
進

　
「
昨
年
度
か
ら
全
拠
点
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

の
電
力
を
導
入
し
た
。
旧
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｃ
Ｃ
で
は
25
％
の

み
の
導
入
だ
っ
た
が
、
今
年

度
か
ら
１
０
０
％
再
エ
ネ
由

来
に
切
り
替
え
る
。

ア
ル
ミ
は
地
金
を
精
錬
す

る
工
程
で
大
量
の
電
力
を
必

要
と
す
る
。
当
社
で
は
水
力

発
電
で
電
力
を
賄
う
『
グ
リ

ー
ン
ア
ル
ミ
』
の
調
達
を
始

め
て
、
将
来
的
に
は
す
べ
て

の
ア
ル
ミ
を
『
グ
リ
ー
ン
ア

ル
ミ
』
に
置
き
換
え
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
原
材
料

の
調
達
か
ら
製
造
工
程
ま

で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
貢
献
で
き
る
体
制
と
な

っ
て
い
る
」

—

人
手
不
足
や
人
材
育

成
へ
の
対
策
は
？

　
「
本
社
も
生
産
拠
点
で
も

採
用
に
は
苦
慮
し
て
い
る
。

古
河
電
工
と
協
力
し
な
が
ら

自
社
の
会
社
説
明
会
な
ど
を

実
施
し
、
必
要
な
人
材
の
確

保
は
で
き
て
い
る
。
た
だ

し
、
採
用
活
動
は
年
々
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
人
材
育
成

と
し
て
は
、
古
河
電
工
の
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
Ｅ
―
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
用
意
し
、
自
身
の

意
欲
や
キ
ャ
リ
ア
を
見
据
え

た
学
習
が
で
き
る
体
制
に
し

て
い
る
」

—

最
重
要
課
題
は
？

　
「
古
河
電
工
グ
ル
ー
プ
の

パ
ー
パ
ス
で
あ
る
『「
つ
づ

く
」
を
つ
く
り
、
世
界
を
明

る
く
す
る
。』の
も
と
、
当
社

も
産
業
電
線
と
い
う
分
野
で

こ
の
パ
ー
パ
ス
を
体
現
し
て

い
く
。
生
い
立
ち
や
文
化
が

違
う
企
業
が
統
合
し
た
こ
と

で
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
シ

ナ
ジ
ー
効
果
を
生
み
出
し
て

社
内
に
一
体
感
を
出
し
、
パ

ー
パ
ス
に
向
け
て
貢
献
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
だ
」
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